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令和 2年 2月 15日（第 128号）

　

１
月
10
日
㈮
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
親
子
の
皆
さ
ん
が
、
更
生
保

護
女
性
会
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性

部
の
皆
さ
ん
と
、
世
代
を
超
え
て
ま
ゆ
玉

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

両
女
性
会
（
部
）
の
皆
さ
ん
は
、
早
朝
か

ら
米
粉
を
蒸
し
、
植
物
由
来
の
着
色
料
を

で
き
る
だ
け
使
用
し
て
練
り
上
げ
、
準
備

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

準
備
が
整
う
と
、
早
速
親
子
の
皆
さ
ん

が
作
業
を
開
始
、
両
女
性
会
（
部
）
の
み
な

さ
ん
も
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
、
野
菜
や
動
物

な
ど
の
作
り
方
の
お
手
本
を
み
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
が

作
っ
た
作
品
を
、
お
い
し
そ
う
に
次
々
と

口
へ
と
運
び
、
お
腹
が
膨
れ
る
と
に
ぎ
や

か
に
駆
け
回
っ
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。
最

後
に
、
出
来
上
が
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

だ
ん
ご
を
ミ
ズ
キ
の
枝
に
刺
し
、
縁
起
菓

子
を
飾
り
付
け
て
完
成
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
五
穀
豊
穣
や
良
い
繭
が
た

く
さ
ん
獲
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
盛
ん
に
行

わ
れ
た
小
正
月
の
伝
統
行
事
で
す
が
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
家
庭
で
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

ま
ゆ
玉
は
ど
ん
ど
焼
き
の
火
で
あ
ぶ
っ
て

食
べ
る
と
、
無
病
息
災
の
ご
利
益
が
得
ら

れ
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

老
連
会
長
の
藤
沢
一
實
さ
ん
・
前
役
員

の
宮
崎
正
夫
さ
ん
に
は
ミ
ズ
キ
の
枝
の
用

意
を
、
ま
た
、
更
生
保
護
女
性
会
・
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
は
、

早
朝
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世代間交流「まゆ玉」づくり世代間交流「まゆ玉」づくり

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。
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赤い羽根共同募金
令和元年度 福祉事業配分実施状況

福祉団体、
ボランティア団体育成

16.5％

地域福祉、生活困窮者、
高齢者等　　　14.6％

長野県広域福祉事業へ
31.3％

369千円369千円

444千円444千円

172千円172千円

195千円195千円

広報活動（社協報）
37.6％

平成30年度平成30年度
募金額募金額

1,180千円1,180千円

　

11
月
30
日
㈯
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
高
山
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
10
名
と
、
コ
ー
チ

及
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
の
皆
さ

ん
と
お
話
を
し
た
り
、
ト
ラ
ン
プ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
ふ
れ
あ
っ
て
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
大
き
な
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

県
で
は
、
生

活
や
就
労
な
ど

の
問
題
で
お
困

り
の
方
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
相
談
支
援
を

行
う
、「
長
野
県
生
活
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
“
ま
い
さ
ぽ
”」
を
県
下
各

地
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
高
山
村
社
協
で
も
、

県
と
連
携
し
て「
ま
い
さ
ぽ
出
張
相

談
所
」を
開
設
。
県
の
相
談
員
よ
る

相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野　

　

場
所　

長
野
市
若
里
７-

１-

７

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
４
Ｆ

　

☎
２
６
７
︱
７
０
８
８

　
（
休
日
を
除
く
月
～
金 

９
：
30
～
17
：
00
）

ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所

　
（
高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

場
所　

高
山
村
牧
１
３
０-

１

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
チ
ャ
オ
ル
）内

※
相
談
員
は
常
駐
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　
（
休
日
を
除
く
月
～
金 

８
：
30
～
17
：
15
）

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、

　

村
内
募
金
総
額

　
　

１
，
１
８
４
，
９
８
８
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
区
民
の
皆

様
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
募
金
は
、
い
っ
た
ん
長
野

県
共
同
募
金
会
で
集
約
し
、
内
７

割
は
翌
年
度
に
社
会
福
祉
協
議
会

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

元気いっぱいの少年野球チームが訪問トランプやゲームで交流

長
野
県
長
野
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野
」

「
ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野
」
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
温
か
い
ご
芳
志

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

高
山
村
社
協
で
は
、
生
活
困
窮

者
、
重
度
身
体
障
が
い
者
や
小
中

学
校
、
福
祉
団
体
等
の
様
々
な
福

祉
活
動
支
援
に
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
共
同
募
金
は
、
地

域
の
安
全
安
心
の
暮
ら
し
を
支
援

す
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
公
募
事

業
」に
も
活
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
村

内
の
18
行
政
区
に
防
災
器
具
等
の

備
品
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
訪
問

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
訪
問

　

し
ば
ら
く

す
る
と
、「
こ

れ
か
ら
一
発

芸
を
や
り
ま

す
。」と
、
子

ど
も
た
ち
か

ら
声
が
上
が

り
芸
が
始
ま
り
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
芸
が
披
露
さ
れ
る
度

に
掛
け
声
や
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
の
歌
で
締
め
く

く
っ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
笑

え
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
め
っ
た

に
な
い
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、

コ
ー
チ
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ま
た
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

華麗な一発芸を披露子どもたちとの楽しい語らい



⑶ 令和 2 年 2 月 15 日 第 128 号

さ
れ
た
ロ
ー
ソ

ク
に
、
順
番
に

点
火
す
る
と
ク

リ
ス
マ
ス
会
の

始
ま
り
で
す
。

　

ハ
ン
ド
ベ
ル

を
使
い
や
す
く

し
た
よ
う
な
楽
器
「
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
」
で
、
職
員
６
人
が
「
き
よ
し

こ
の
夜
」
や
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
を
演

奏
す
る
と
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も

鈴
を
手
に
持
っ
て
演
奏
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
さ

ん
は
お
約
束

の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ

と
り
に
手
渡

し
、
握
手
や

記
念
撮
影
で

ふ
れ
あ
っ
た

あ
と
、
来
年
も
き
っ
と
来
る
と
約

束
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
子
ど
も
た
ち
に
贈
ら
れ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
一
部
に
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
配
分
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。）

　

12
月
24
日
㈫
た
か
や
ま
保
育
園

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

遊
戯
室
で
待
つ
子
ど
も
た
ち
の

前
に
、
大
き
な
袋
を
担
い
だ
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
す
る
と
、
子

ど
も
達
は
大
喜
び
。「
サ
ン
タ
さ
ー

ん
」
コ
ー
ル
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

園
児
た
ち
は
サ
ン
タ
さ
ん
に
興
味

津
々
で
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
好
き
な
食
べ
物
は
何
？
」「
な
ん

で
髭
が
長
い
の
？
」な
ど
、
次
々
に

質
問
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ン
タ
さ
ん

は
や
さ
し
い
口
調
で
一
つ
一
つ
丁

寧
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

や
っ
と
質

問
が
終
わ
る

と
、
待
ち
に

待
っ
た
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
一
人
ひ

と
り
に
直

接
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
渡

さ
れ
、
み

ん
な
う
れ

し
そ
う
で

す
。
最
後

は
園
児
た

ち
か
ら
サ

ン
タ
さ
ん
へ
、
お
礼
の「
あ
り
が
と

う
の
花
」
の
歌
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
チ
ャ
オ
ル
で
待
つ
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
こ

こ
で
も
サ
ン
タ
さ
ん
は
大
歓
迎
。

ホ
ー
ル
の
壁
に
は
、
雪
だ
る
ま

や
ト
ナ
カ
イ
の
そ
り
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
な
ど
の
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
、
世
代
間
交
流
の
芋
ほ
り
の
際

に
刈
り
取
っ
た
、「
さ
つ
ま
芋
の

蔓
」の
リ
ー
ス
も
飾
ら
れ
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
ム
ー
ド
満
点
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
12
月
18
日
～
25
日
ま
で
の
1

週
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

部
屋
の
明
か
り
を
消
し
て
ク
リ

ス
マ
ス
の
音
楽
が
流
れ
る
と
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
職
員
が

登
場
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
用
意

　

社
協
で
は
、
高
齢
期
を
生
き
生

き
と
健
康
で
過
ご
し
て
頂
く
た
め
、

楽
し
く
集
え
る
憩
い
の
場（
サ
ロ
ン

等
）を
運
営
す
る
団
体
に
対
し
、「
地

域
福
祉
支
え
合
い
支
援
事
業
」と
し

て
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
区
主
催
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
敬
老
会
等
の
交
流
事
業
に
対

し
て　
　

 

…
…
５
，
０
０
０
円

②
定
期
的
に
5
人
以
上
が
集
ま
り

自
主
的
に
運
営
す
る
サ
ロ
ン
活

動
等

・
月
１
回
程
度（
年
12
回
開
催
）の

場
合
…
…
年
額
５
，
０
０
０
円

・
月
２
回
以
上（
年
24
回
以
上
）の

場
合
…
年
額
１
０
，
０
０
０
円

　
「
新
た
に
サ
ロ
ン
を
始
め
た
い
」

「
参
加
し
た
い
」
等
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

社
協　

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

サ
ロ
ン
活
動
と
は

　

生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り

を
目
的
に
、
地
域
住
民
が
定

期
的
に
集
ま
り
、
お
茶
飲
み

や
趣
味
な
ど
の
活
動
を
し
な

が
ら
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と

で
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
社

会
参
加
す
る
場
。

保育園でサンタさんは質問攻めに

子どもたちからお礼に歌のプレゼント

職員によるクリスマスソングの演奏

クリスマス衣装でムード満点に

サンタさんから、はいプレゼント

子育て支援センターにもサンタが訪問

来年また来るよ～

灯されたローソク

地
域
福
祉
支
え
合
い
事
業

サ
ロ
ン
活
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

一
緒
に
歌
や

演
奏
を
し
た
後

は
ケ
ー
キ
と
紅

茶
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し

た
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
「
な
か
な
か
食
べ
ら
れ

な
い
か
ら
嬉
し
い
」と
、
お
い
し
そ

う
に
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー

ド
に
浸
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

良
い
刺
激
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 待望のケーキも登場

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
来
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
来
た

デイサービスセンターデイサービスセンターのの
クリスマス会クリスマス会
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３ 月、４ 月
日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 日 中原、なかひら 17 火 蕨平、天神原、温泉
2 月 宮関、荻久保 18 水 千本松、新堀、堀之内
3 火 蕨平、天神原、温泉 19 木 水中、久保
4 水 休　所　日 20 金 牧、福井原
5 木 休　所　日 21 土 赤和、荒井原
6 金 千本松、新堀、堀之内 22 日 紫、緑ヶ丘
7 土 水中、久保 23 月 二ツ石、松南、黒部
8 日 赤和、荒井原 24 火 駒場、松原
9 月 紫、緑ヶ丘 25 水 桝形、三郷
10 火 二ツ石、松南、黒部 26 木 中原、なかひら
11 水 駒場、松原 27 金 宮関、荻久保
12 木 桝形、三郷 28 土 蕨平、天神原、温泉
13 金 牧、福井原 29 日 千本松、新堀、堀之内
14 土 中原、なかひら 30 月 水中、久保
15 日 障がい者の皆さんの利用日 31 火 赤和、荒井原
16 月 宮関、荻久保

日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 水 休　所　日 17 金 牧、福井原
2 木 紫、緑ヶ丘 18 土 中原、なかひら
3 金 牧、福井原 19 日 障がい者の皆さんの利用日
4 土 二ツ石、松南、黒部 20 月 宮関、荻久保
5 日 駒場、松原 21 火 蕨平、天神原、温泉
6 月 桝形、三郷 22 水 千本松、新堀、堀之内
7 火 中原、なかひら 23 木 水中、久保
8 水 宮関、荻久保 24 金 牧、福井原
9 木 蕨平、天神原、温泉 25 土 赤和、荒井原
10 金 千本松、新堀、堀之内 26 日 紫、緑ヶ丘
11 土 水中、久保 27 月 二ツ石、松南、黒部
12 日 赤和、荒井原 28 火 駒場、松原
13 月 紫、緑ヶ丘 29 水 桝形、三郷
14 火 二ツ石、松南、黒部 30 木 中原、なかひら
15 水 駒場、松原
16 木 桝形、三郷

令和２年３月 令和２年４月

在
宅
介
護
者
の

在
宅
介
護
者
の

つ
ど
い

つ
ど
い

た
の
し
サ
ロ
ン
に

た
の
し
サ
ロ
ン
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

介
護
の
必
要
な
方
を
ご
自

宅
で
お
世
話
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、「
在
宅
介
護
者
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
ミ
ニ
研
修
や
温
泉

旅
館
で
の
入
浴
・
昼
食
交

流
会
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

（
参
加
に
当
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等

が
必
要
な
方
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

日　

程　

令
和
２
年
３
月
４
日 

㈬

場　

所　

小
諸
市
菱
野
温
泉

（
村
所
有
の
バ
ス
に
て

送
迎
し
ま
す
）

費
用
（
昼
食
代
）　

一
人
２
千
円

※
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
社
協
ま
で

☎
０
２
６
︱
２
４
２
︱
１
２
２
０

　

２
カ
月
に
１
回
土
曜
日
に
開
催

す
る
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
と
し
た
「
た
の
し
サ
ロ
ン
」

は
、
茶
話
会
や
カ
ラ
オ
ケ
、
お
散

歩
な
ど
の
軽
い
運
動
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
３
月
14
日
に
行
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
社
協
ま
で

☎
０
２
６
︱
２
４
２
︱
１
２
２
０

　

１
月
15
日
㈬
、

高
山
小
学
校
児

童
会
の
８
人
の

皆
さ
ん
が
、
村

役
場
に
台
風
19

号
災
害
の
義
援

金
を
、
社
協
会
長
で
あ
る
内
山
村

長
に
届
け
ま
し
た
。

　

千
曲
川
の
決
壊
な
ど
に
よ
り
、

広
範
囲
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
を
受
け
、
児
童
会
の
皆
さ
ん

が
全
児
童
に
募
金
を
呼
び
掛
け
た

と
こ
ろ
、
お
小
遣
い
の
一
部
を
出

し
合
う
な
ど
１
７
，
８
４
７
円
が

集
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
頂
い
た
義

援
金
は
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支

部
を
通
じ
、
被
災
者
の
方
に
届
け

て
頂
き
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

※
12
月
末
ま
で
に
高
山
村
社
協
に
寄
せ

ら
れ
た
台
風
19
号
災
害
義
援
金
は
、

３
３
２
，６
１
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

村
内
７
か
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

社
協
が
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
苦
情
や
相
談
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
窓
口
担

当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
窓

口
担
当
者
に
伝
え
に
く
い
場
合

は
、
中
立
の
立
場
の
第
三
者
委
員

に
申
し
出
る
事
も
出
来
ま
す
。

苦
情
受
付
担
当
者

　

○
通
所
介
護
事
業
所

　
　
　

管
理
者　

善
哉　

容
子

　
　
　
（
☎
２
４
２
︱
１
２
２
１
）

　

○
訪
問
介
護
事
業
所

　
　
　

管
理
者　

竹
内　

美
幸

　
　
　
（
☎
２
４
２
︱
１
２
２
０
）

　

○
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
　
　

管
理
者　

小
林　

理
恵

　
　
　
（
☎
２
４
２
︱
１
２
２
０
）

　

○
松
の
湯
倶
楽
部

　
　
　

管
理
者　

上
野　

通
彦

　
　
　
（
☎
２
４
２
︱
１
２
２
０
）

　

○
苦
情
解
決
責
任
者

　
　
　

事
務
局
長　

牧　

武 

　
　
　
（
☎
２
４
２
︱
１
２
２
０
）

第
三
者
委
員

　
　

藤
沢　

晴
夫
（
紫
）

　
　
　

☎
２
４
６
︱
２
３
５
１

　
　

松
本　

美
津
子
（
二
ツ
石
）

　
　
　

☎
２
４
５
︱
３
６
７
２

　
　

関
谷　

小
一
郎
（
温
泉
）

　
　
　

☎
２
４
２
︱
２
６
１
１

高
山
小
児
童
会
が

台
風
19
号
災
害
義
援
金

苦
情
申
し
出
窓
口

苦
情
申
し
出
窓
口

に
つ
い
て

に
つ
い
て

ご芳志
　
ご
芳
志
に
対
し
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
林
　
重
雄 

様

金 

１
０
０
万
円

宮
川
　
博
枝 

様

石
鹸 

１
３
０
個

※上記の曜日以外にもご利用いただけますので希望される場合には、社協事務局までご連絡ください。


